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大阪・上町台地発��
都心居住文化の創造へ�

�

大阪・上町台地発�
都心居住文化の創造へ�

（第6話）�

は
じ
め
に�

都
心
居
住
と
都
心
集
合
住
宅�

「
場
所
」と「
人
」を
つ
な
ぐ
仕
掛
け
を�

 

都
心
集
合
住
宅
に�

���

　
前
回
、
前
々
回
と
、
上
町
台
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
研

究
会
（
※
１
）
に
よ
る
調
査
報
告
書
『N

on G
lobal B

usiness

（N
G
B

）

と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
そ
の
可
能
性
』（
二
〇
〇
五

年
三
月
）
を
元
に
、
都
心
部
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ

ス
が
持
つ
意
味
や
発
展
の
方
向
性
と
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
た
。�

　
目
下
、「
上
町
台
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
」
で

は
、
都
心
集
合
住
宅
を
活
用
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ン
の
実
践
的
提
案
の
検
討
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
地
域
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用
方
法
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
キ
ッ
ト
の
開
発
、
都
心
集
合
住
宅
を
拠
点
と

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
造
な
ど
、
大
阪
・

上
町
台
地
上
で
の
具
体
的
な
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
展
開
を
想
定
し

て
い
る
。�

　
都
心
集
合
住
宅
を
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
に
、
都
心
居
住
者
と
地

域
が
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
地
域
と
の
関
係
性
の

中
で
生
活
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
都
心

集
合
住
宅
が
持
つ
空
間
資
源
を
地
域
に
お
け
る
共
的
な
資
源
へ
と

転
化
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
そ
の
可
能
性
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。�

　
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
対
象
と
し
て
、
上
町
台
地
に
立
地
す
る
大

阪
ガ
ス
の
実
験
集
合
住
宅
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
」（
※
２
）
を
モ
デ
ル
に
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
写
真
１
・
２
）。�

�����������������

　「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
」
は
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環

境
保
全
の
両
立
を
テ
ー
マ
に
、
近
未
来
の
都
市
型
集
合
住
宅
の
あ

り
方
を
提
案
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
建
設
さ
れ
た
実
験
集
合

住
宅
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
に
竣
工
し
、
一
九
九
四
年
か
ら
社
員

一
六
家
族
が
入
居
。
以
来
、「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
環
境
負
荷
の
低
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上
町
台
地
上
で
の
具
体
的
な
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
展
開
を
想
定
し

て
い
る
。�

住
宅
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
に
竣
工
し
、
一
九
九
四
年
か
ら
社
員

一
六
家
族
が
入
居
。
以
来
、「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
環
境
負
荷
の
低

減
」「
自
然
環
境
の
回
復
」「
豊
か
な
都
市
居
住
環
境
の
回
復
」「
良

質
な
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
の
住
宅
像
」
等
を
テ
ー
マ
に
、
第
１
フ
ェ
ー

ズ
（
五
年
間
）・
第
２
フ
ェ
ー
ズ
（
五
年
間
）
と
合
計
一
〇
年
に
渡
る

居
住
実
験
を
行
っ
て
い
る
（
※
３
）
。�

　
建
物
・
住
宅
単
体
と
し
て
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
追
究
と

い
う
意
味
で
は
、
数
々
の
先
導
的
な
技
術
や
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
、
評
価
さ
れ
て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
し
か
し
『
都
心

居
住
』
と
い
う
、
住
戸
単
体
で
は
決
し
て
完
結
し
得
な
い
で
あ
ろ

う
概
念
に
立
脚
し
て
み
る
と
、
地
域
・
ま
ち
と
の
関
係
性
と
い
う

文
脈
で
の
提
案
や
実
験
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
試
み
ら
れ
て
お

ら
ず
、
残
さ
れ
た
課
題
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。�

　
実
は
こ
の
課
題
は
、「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
」
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の

集
合
住
宅
全
般
が
共
通
し
て
抱
え
て
い
る
顕
著
な
課
題
で
あ
る
と

い
っ
て
よ
い
。
戦
後
の
日
本
の
集
合
住
宅
計
画
は
、
高
度
成
長
期

の
団
地
開
発
を
中
心
に
、
住
戸
・
住
棟
・
敷
地
内
で
の
最
適
解
が

重
視
さ
れ
、
地
域
と
の
関
係
性
を
重
視
す
る
計
画
論
や
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
手
法
の
開
発
が
遅
れ
て
き
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
ツ
ケ
が
生

活
リ
ス
ク
と
し
て
、
地
域
の
中
に
現
れ
は
じ
め
て
い
る
。�

　
特
に
、
世
帯
の
小
規
模
化
や
世
代
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ギ
ャ
ッ
プ
等
、
個
人
が
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
喪
失
し
、
孤
立
し

や
す
い
状
況
が
進
む
中
、
地
域
の
健
全
性
を
い
か
に
担
保
し
て
い

く
か
は
、
生
活
者
に
と
っ
て
も
重
要
な
関
心
事
と
な
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
地
域
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社
会
関
係
資
本
）

の
表
れ
と
し
て
の
地
域
の
環
境
・
文
化
に
対
す
る
生
活
者
の
関
心

は
、
徐
々
に
高
ま
り
を
見
せ
つ
つ
あ
る
。�

　
二
一
世
紀
を
生
き
て
い
く
今
、
都
心
居
住
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
を
問
う
て
い
く
と
す
れ
ば
、「
環
境
」
「
経
済
」
「
地
域
・
文

化
」
の
調
和
の
中
で
、
も
っ
と
も
対
応
が
遅
れ
て
い
る
「
地
域
・
文

化
」
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

も
あ
る
。�

�

�������������������������������

写真1

大阪ガスの実験集合住宅�
「NEXT21」�

写真2
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都
心
居
住
の
本
質
と
は
何
か�

個人A 個人B 個人C

まちの資源を有効に活用しながら、�
個々のライフストーリーを実現する�

（京都大学大学院工学研究科教授 高田光雄氏による）�

都心居住における「地域資源の活用」概念図�図１�

資源Ⅰ�

資源Ⅱ� 資源Ⅳ�資源Ⅲ�

資源Ⅴ�

個人A 個人B 個人C

地域資源を介して他者との交流が生まれ、�
新たな価値を発見する�

（京都大学大学院工学研究科教授 高田光雄氏による）�

都心居住における「他者との交流」概念図�図2

資源Ⅰ�

資源Ⅱ� 資源Ⅳ�資源Ⅲ�

資源Ⅴ�

″�

″�

″�

″�

″�

″�
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″�

″�

″�

″�
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都
心
集
合
住
宅
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て

い
く
に
あ
た
っ
て
、
改
め
て
都
心
居
住
の
意
味
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。�

　
本
連
載
で
は
、
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を

考
え
る
会
」（
※
４
）
の
活
動
に
触
れ
て
き
て
い
る
が
、
同
会
が
目
指

し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
「
都
心
に
生
き
会
う
価
値
を
み
つ
け
る
」

こ
と
「
都
心
居
住
の
真
価
を
問
う
」
こ
と
そ
の
も
の
で
あ
る
。
設
立

の
趣
意
書
の
中
で
、
都
心
に
生
き
会
う
価
値
は
、
次
の
よ
う
に
表

現
さ
れ
て
い
る
。�

《
都
心
で
の
暮
ら
し
の
悦
び
や
安
心
は
、
決
し
て
大
規
模
な
再
開

発
や
便
利
な
施
設
の
集
積
だ
け
で
、
か
な
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出
会

い
、
個
々
の
違
い
に
気
づ
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
育
み
、

新
し
い
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
。
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の

中
に
こ
そ
、
都
心
に
生
き
会
う
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
》
（
抜
粋
）�

　
ま
た
、
同
会
の
理
事
で
、
都
心
居
住
の
研
究
者
で
も
あ
る
高
田

光
雄
氏
（
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
）
は
、
同
会
の
活
動

の
折
に
触
れ
「
都
心
居
住
と
は
、 

い
え
　
に
住
む
の
で
は
な
く
、 

　
地
域
資
源
の
活
用
　
や
　
地
域
内
外
の
他
者
と
の
交
流
　
を
通

し
て
　
ま
ち
　
に
住
む
こ
と
で
あ
る
」
と
説
い
て
い
る
。
そ
の
際
の

「
地
域
資
源
の
活
用
」
と
は
、
「
個
人
が
、
人
・
物
・
情
報
・
風
土

な
ど
の
蓄
積
、
す
な
わ
ち
　
ま
ち
　
の
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、

自
ら
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
」（
高
田
）
で
あ

り
、
「
他
者
と
の
交
流
」
に
つ
い
て
「
個
人
は
、　
ま
ち
　
に
住
み
、

集
う
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
を
持
つ
他
者
と
、
地
域
資
源
を
介
在
し

た
交
流
を
持
つ
こ
と
で
、
新
た
な
価
値
を
発
見
す
る
」（
高
田
）
と
し

て
い
る
（
図
１
・
図
２
）
。�
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都
心
集
合
住
宅
を
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
に�

（京都大学大学院工学研究科教授 高田光雄氏による）�

都心居住における「都心（まち）」の概念図�図3

「都心」とは、「まち」＝「場所の集合体」が重なり合うところ�

″�

″�

″�

″�

″�

″�

″�

″�

″�

″�

″�

″�

″� ″�

″�

″�

″�″�

た
交
流
を
持
つ
こ
と
で
、
新
た
な
価
値
を
発
見
す
る
」（
高
田
）
と
し

て
い
る
（
図
１
・
図
２
）
。�

　
そ
し
て
、
都
心
居
住
に
お
け
る
「
都
心
（
ま
ち
）
」
と
は
、
「
抽
象

的
な
　
空
間（
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
）
で
は
な
く
、
　
場
所
（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｅ
）

の
集
合
体
で
あ
り
、
ま
ち
　
の
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、 

場
所
　
が
生
ま
れ
、 

場
所
　
を
通
じ
て
、
人
は
　
ま
ち 

に

対
す
る
愛
着
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
得
ら
れ
る
。 

都
心 

と

は
、
こ
の
よ
う
な
　
ま
ち
　
＝
　
場
所
の
集
合
体
　
が
重
な
り
合
う

と
こ
ろ
で
あ
る
」（
高
田
）
と
い
う
（
図
３
）
。�

　
こ
う
し
た
都
心
居
住
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
に
、
都
心
集
合
住
宅
を

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
を

位
置
づ
け
て
い
き
た
い
。
「
人
と
場
所
」
や
「
資
源
と
資
源
」
を
つ

な
ぐ
仕
掛
け
を
地
域
の
中
に
埋
め
込
み
、
資
源
を
活
か
し
人
と
場

所
の
活
力
を
持
続
的
に
高
め
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
が
、
都
心
に
生

き
会
う
価
値
の
創
造
に
つ
な
が
っ
て
い
く
鍵
だ
と
考
え
る
。�

����

　
実
は
、
前
記
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
に
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
「
上
町
台
地
か
ら
ま

ち
を
考
え
る
会
」
で
は
、
二
〇
〇
三
年
六
月
に
「
地
域
資
源
を
活

か
し
た
都
心
居
住
ス
タ
イ
ル
と
ま
ち
づ
く
り
提
案
（
上
町
台
地
に

つ
な
が
る
暮
ら
し
・
上
町
台
地
の
住
み
ご
た
え
　
都
心
に
生
き
会

う
真
価
の
創
造
　
筆
ヶ
崎
地
区
整
備
事
業
へ
の
提
案
）
」
を
行
っ

て
い
る
。
諸
般
の
事
情
で
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
に

至
る
経
緯
を
含
め
て
二
〇
〇
四
年
六
月
の
「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち

を
考
え
る
会 

一
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
場
で
公
表
し
て
い

る
（
※
５
）
。
そ
こ
で
表
明
し
て
い
る
コ
ン
セ
プ
ト
や
ア
イ
デ
ア
は
普

遍
的
な
価
値
を
持
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
将
来
の
た
め
に
広
く

公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
ア
イ
デ
ア
の
一

部
が
、
何
ら
か
の
形
で
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
反
映
さ
れ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。�

　
現
在
提
案
の
検
討
に
取
り
組
ん
で
い
る
、「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
」
を
モ

デ
ル
と
し
た
都
心
集
合
住
宅
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ン
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
は
、
ま
さ
に
こ
の
前
史
の
延
長
に
存

在
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
そ
の
内
容
の
一
部
を
抜

粋
し
て
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
（
二
〇
〇
四
年
六
月
『
上
町
台
地
か

ら
ま
ち
を
考
え
る
会 

平
成
一
五
年
度
の
取
り
組
み
に
関
す
る
報

告
書
』
か
ら
抜
粋
、
部
分
訂
正
）
。�
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�（
１
）
多
様
な
人
が
住
め
る
、
多
様
な
人
を
受
け
入
れ
る
た
め
に�

　
　
上
町
台
地
で
の
暮
ら
し
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
個
々

の
価
値
観
で
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
を
活
か
す
住
民
が
増
え
、
彼
ら
が

地
域
で
共
存
す
る
こ
と
で
多
様
な
価
値
観
と
地
域
資
源
を
認
め
あ
い
、

重
ね
合
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
多
様
な
人
が
住
め
る
、

多
様
な
人
を
受
け
入
れ
る
地
区
整
備
・
住
宅
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。�

◎ 

住
み
手
の
多
様
性
を
受
け
と
め
る
住
宅
タ
イ
プ
の
必
要
性�

＊
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
住
宅
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
住
宅
、
シ
ン
プ
ル
住
宅
、

シ
ェ
ア
ー
ド
ハ
ウ
ジ
ン
グ
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
向
け
住
宅
、
短
期
滞
在
型
住

宅
な
ど
、
都
心
居
住
ニ
ー
ズ
を
受
け
と
め
得
る
住
宅
タ
イ
プ
の
供
給

が
不
可
欠
で
あ
る
。�

＊
多
様
な
住
宅
が
混
じ
り
あ
う
こ
と
で
、
多
様
な
住
み
手
の
共
住
が
実

現
で
き
、
多
様
な
世
代
・
世
帯
で
構
成
さ
れ
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

住
民
構
成
が
導
か
れ
る
。
ま
た
、
住
み
手
の
多
様
性
は
こ
こ
で
の
暮

ら
し
の
多
様
性
、
発
展
の
多
様
性
に
も
つ
な
が
る
。�

◎ 

ス
ケ
ル
ト
ン
・
イ
ン
フ
ィ
ル
方
式
に
よ
る
持
続
的
な
価
値
の
創
出�

＊
多
様
な
都
心
居
住
ニ
ー
ズ
を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
受
け
と
め
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
可
能
に
し
て
い
く
た
め
に
、
持
続
性
の
あ
る
構
造
体

と
柔
軟
な
内
部
の
更
新
性
を
併
せ
も
つ
「
ス
ケ
ル
ト
ン
・
イ
ン
フ
ィ
ル

方
式
」
の
採
用
が
望
ま
れ
る
。�

＊
耐
用
年
数
が
長
い
骨
組
み
＝
ス
ケ
ル
ト
ン
と
、
耐
用
年
数
を
比
較
的

短
く
設
定
で
き
る
内
部
＝
イ
ン
フ
ィ
ル
に
分
け
る
こ
と
で
、
内
部
空

間
の
修
改
築
の
自
由
度
も
高
く
な
る
た
め
、
ま
ち
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
な
ど
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
な
が
ら
、
構
造
躯
体
は
そ
の

ま
ま
に
建
物
の
用
途
を
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。�

＊
構
造
躯
体
は
そ
の
ま
ま
に
、
建
物
用
途
だ
け
を
変
化
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
可
能
な
た
め
、
ま
ち
な
み
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
な
く
、
二
一

世
紀
を
生
き
抜
く
建
物
の
建
設
も
可
能
と
な
る
。�

�（
２
）
地
域
を
つ
な
ぐ
、
地
域
と
つ
な
が
る
た
め
に�

　
　
対
象
地
区
と
上
町
台
地
一
帯
を
つ
な
ぎ
、
新
住
民
が
既
存
住
民
や
地

域
と
つ
な
が
る
こ
と
は
、
地
区
整
備
を
従
来
型
の
再
開
発
と
は
大
き
く

異
な
る
、
地
域
的
・
社
会
的
意
義
の
あ
る
も
の
に
変
え
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
上
町
台
地
に
こ
れ
か
ら
刻
ま
れ
る
歴
史
の
中
に
、
対
象
地
区
と

そ
こ
に
暮
ら
す
新
住
民
を
し
っ
か
り
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。�

◎ 

上
町
台
地
と
暮
ら
し
を
つ
な
ぐ�

　
「
上
町
台
地
ま
ち
の
駅
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ･

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク･

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）」�

＊
上
町
台
地
と
対
象
地
区
で
の
暮
ら
し
を
つ
な
ぐ
機
能
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
々
を
つ
な
ぐ
こ
と
の
で
き
る
仕
掛
け
を
持
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
拠
点
や
、
そ
れ
ら
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
拠
点
等
の
施
設
の
存

在
が
欠
か
せ
な
い
。
同
時
に
ハ
ー
ド
面
で
の
歩
行
者
空
間
や
広
場
等

の
あ
り
方
も
、
上
町
台
地
と
対
象
地
区
で
の
暮
ら
し
を
つ
な
ぐ
上
で

重
要
な
役
割
を
果
た
す
。�

☆ 

上
町
台
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
ト
・
ス
ペ
ー
ス�

　
「
筆
ヶ
崎
Ｃ
Ａ
Ｓ
（
キ
ャ
ス
）」�

＊
対
象
地
区
と
上
町
台
地
、
新
住
民
と
既
存
住
民
、
来
訪
者
と
住
民
な

ど
を
つ
な
ぐ
機
能
と
し
て
、
広
義
の
ア
ー
ト
の
文
脈
で
彩
ら
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
「
筆
ヶ
崎
Ｃ
Ａ
Ｓ
」
。
こ
こ
を
中
心
に
上
町
台
地
に

新
た
な
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
る
。�

 

① 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
ト
・
カ
フ
ェ
「
筆
ヶ
崎
茶
房
楼
（
さ
ぼ
ろ
う
）
」�

・
筆
ヶ
崎
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
メ
イ
ン
機
能
で
あ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
を
育

む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
。�

具
体
的
提
案
イ
メ
ー
ジ�

地
域
資
源
を
活
か
し
た
都
心
居
住
ス
タ
イ
ル
と�

ま
ち
づ
く
り
提
案�

�

（
※
5
）�
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大
阪
・
上
町
台
地
発
　
都
心
居
住
文
化
の
創
造
へ�

�
都心居住文化の創造へ�

�

短
く
設
定
で
き
る
内
部
＝
イ
ン
フ
ィ
ル
に
分
け
る
こ
と
で
、
内
部
空

間
の
修
改
築
の
自
由
度
も
高
く
な
る
た
め
、
ま
ち
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

・
筆
ヶ
崎
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
メ
イ
ン
機
能
で
あ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
を
育

む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
。�

・
ガ
ラ
ス
越
し
に
ア
ー
ト
・
ア
ト
リ
エ
や
ラ
ジ
オ
上
町
の
放
送
も
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
見
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
る
。�

・
上
町
台
地
ア
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
上
町
台
地
ア
ー
ト
マ
ン
ス
リ
ー
等

の
活
動
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
出
会
い
の
機
会
が
生
ま
れ
る
。�

 

② 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
ト
・
ア
ト
リ
エ�

　 

「
手
づ
く
り
処
・
一
筆
（
ひ
と
ふ
で
）
二
筆
」�

・
と
も
す
る
と
、
ス
ト
レ
ス
や
孤
独
を
感
じ
る
こ
と
の
多
い
都
心
暮
ら

し
の
中
で
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
だ
れ
も
が
気
軽
に
表
現

の
機
会
に
触
れ
、
心
癒
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ト
リ
エ
。�

・
ア
ト
リ
エ
で
作
ら
れ
た
作
品
を
隣
の
カ
フ
ェ
や
広
場
、
歩
行
者
空
間

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
に
展
示
す
る
こ
と
で
、
作
者
と
新
住
民
、
既
存

住
民
が
つ
な
が
る
き
っ
か
け
も
得
ら
れ
る
。�

 

③ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
「
ラ
ジ
オ
上
町
台
地
」�

・
上
町
台
地
に
集
い
暮
ら
す
人
た
ち
が
情
報
を
発
信
し
、
出
会
い
が
つ

な
が
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
。�

・
放
送
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
や
筆
ヶ
崎
Ｃ
Ａ
Ｓ
、
対
象
地

区
の
存
在
が
認
知
さ
れ
て
い
く
。�

・
上
町
台
地
・
ま
ち
の
学
校
等
の
活
動
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
上
町
台

地
な
ら
で
は
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
が
可
能
で
あ
る
。�

・
地
域
の
生
活
情
報
を
丁
寧
に
伝
え
る
こ
と
で
、
上
町
台
地
一
帯
の
交

流
、
安
心
・
安
全
、
環
境
な
ど
多
様
な
面
に
貢
献
で
き
る
。
ま
た
、

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
医
療
・
福
祉
施
設
の
入
院
患
者
・
入
所

者
も
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
地
域
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
。�

 

④ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
「
筆
ヶ
崎
緑
苑
」�

・
新
住
民
と
地
域
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
学
生
等
が
一
緒
に
育
成
に
取
り
組

む
地
区
内
の
植
栽
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
」
。�

・
地
区
内
の
植
栽
は
花
壇
だ
け
で
な
く
、
赤
十
字
病
院
の
椰
子
の
木
を

受
け
継
ぐ
こ
と
で
、
地
域
の
記
憶
を
伝
え
た
り
、
地
区
内
を
芝
生
で

覆
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
く
つ
ろ
げ
る
空

間
が
で
き
る
。
ま
た
、
植
栽
の
一
部
を
貸
農
園
や
貸
花
壇
と
し
て
開

放
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
緑
豊
か
な
空
間
は
対
象
地
区
の
イ
メ
ー
ジ

を
よ
り
高
め
る
。�

・
上
町
台
地
ア
ー
ト
マ
ン
ス
リ
ー
等
の
活
動
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
広

が
り
の
あ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
提
供
で
き
る
。�

☆ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
オ
フ
ィ
ス�

　
「
上
町
台
地
ま
ち
育
て
オ
フ
ィ
ス
」�

＊
地
区
整
備
を
行
う
民
間
事
業
者
、
筆
ヶ
崎
Ｃ
Ａ
Ｓ
や
暮
ら
し
の
安
ら
ぎ

館
（
ラ
イ
フ
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン〈
後
出
〉
）の
事
業
主
体
、
運

営
に
関
与
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

地
区
内
外
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
、
ま
ち
に
関
わ
る
人
や
組
織
を
育
て
、

ま
ち
づ
く
り
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
「
上
町
台
地
ま
ち
育
て
オ
フ
ィ
ス
」

を
付
置
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
提
案
が
具
現
化
し
て
い
く
。�

◎ 

上
町
台
地
と
暮
ら
し
を
つ
な
ぐ�

　 

歩
行
者
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
立
体
街
路
・
広
場�

＊
地
区
内
で
の
ま
ち
の
活
動
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
の
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
や
地
域
資
源
を
地
区
内
に
誘
導
す
る
仕
掛
け
と
し
て
、
地

区
内
外
を
結
ぶ
歩
行
者
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
立
体
街
路
、
だ
れ
も

が
利
用
し
や
す
い
広
場
の
設
置
が
望
ま
れ
る
。�

☆ 

地
区
内
を
つ
な
ぎ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
む
仕
掛
け�

＊
地
区
内
を
縦
横
に
結
ぶ
動
線
は
、
多
様
な
住
宅
の
多
様
な
住
み
手
同

士
や
住
み
手
と
筆
ヶ
崎
Ｃ
Ａ
Ｓ
な
ど
の
利
用
者
が
出
会
う
仕
掛
け
と

な
る
。
出
会
い
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
ん
で

い
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
。�

☆ 

地
区
外
と
つ
な
ぎ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
仕
掛
け�

＊
地
区
外
と
つ
な
が
る
動
線
は
、
住
み
手
が
地
域
に
気
軽
に
一
歩
を
踏

み
出
せ
る
よ
う
促
す
と
と
も
に
、
住
み
手
が
上
町
台
地
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
や
地
域
資
源
に
つ
な
が
り
や
す
く
す
る
こ
と
で
、
暮
ら
し
の

選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。�
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�
都心居住文化の創造へ�

�

＊
上
町
台
地
ア
ー
ト
マ
ン
ス
リ
ー
等
の
舞
台
の
一
つ
と
す
る
こ
と
で
、
ア

ク
セ
ス
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
多
様
に
す
る
。�

＊
上
町
台
地
の
暮
ら
し
と
対
象
地
区
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
理
解
し
得
る
地
区

外
の
人
々
を
地
区
内
に
招
き
や
す
い
仕
掛
け
を
設
け
る
こ
と
で
、
ま

ち
の
表
情
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
幅
が
広
が
り
、
子
ど
も
を
見
守
る

目
も
多
様
に
な
る
な
ど
地
区
内
の
安
心
感
も
高
ま
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
筆
ヶ
崎
Ｃ
Ａ
Ｓ
な
ど
の
事
業
や
商
業
機
能
、
住
み
手

が
取
り
組
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
も
発
展
性
が
広
が
る
。�

�（
３
）
地
域
を
支
え
る
、
地
域
と
支
え
あ
う
た
め
に�

　
　
対
象
地
区
を
含
む
上
町
台
地
で
の
暮
ら
し
・
営
み
を
支
え
、
対
象
地

区
が
上
町
台
地
全
体
と
支
え
あ
う
関
係
に
な
る
こ
と
は
、
新
住
民
と
既

存
住
民
に
大
き
な
安
心
感
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
安
心

感
あ
ふ
れ
る
暮
ら
し
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
も
「
こ
こ
で
暮
ら

し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
醸
成
し
て
い
く
。�

◎
上
町
台
地
の
暮
ら
し
を
支
え
る
、
ラ
イ
フ
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン�

　
「
筆
ヶ
崎
暮
ら
し
の
安
ら
ぎ
館
」�

＊
対
象
地
区
と
そ
の
周
辺
で
の
地
域
住
民
の
暮
ら
し
を
広
く
支
え
る
ラ

イ
フ
・
サ
ポ
ー
ト
拠
点
「
筆
ヶ
崎
暮
ら
し
の
安
ら
ぎ
館
」
。
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
一
人
暮
ら
し
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
世
帯
ま
で
、
多

様
な
人
々
の
暮
ら
し
を
見
守
り
、
支
え
る
機
能
が
あ
る
こ
と
で
、
だ

れ
も
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
。�

☆ 

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス�

　
「
楽
老
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」�

＊
デ
イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
機
能
や
在
宅
介
護
支
援
機
能
な
ど
か
ら
な
る
高

齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
「
楽
老
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
。�

＊
新
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
住
民
も
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
可
能
と
す

る
た
め
、
対
象
地
区
と
周
辺
地
域
、
新
住
民
と
既
存
住
民
を
つ
な
ぐ

役
割
も
果
た
す
。�

＊
筆
ヶ
崎
Ｃ
Ａ
Ｓ
と
の
連
携
で
、
狭
義
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
超
え
た
上

町
台
地
な
ら
で
は
の
暮
ら
し
の
質
を
提
供
で
き
る
。�

☆ 

児
童
福
祉
サ
ー
ビ
ス�

　
「
楽
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」�

＊
就
学
前
保
育
機
能
や
学
童
保
育
機
能
な
ど
か
ら
な
る
児
童
福
祉
サ
ー

ビ
ス
「
楽
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
。�

＊
地
域
住
民
も
利
用
が
可
能
と
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
を
か
す
が
い
と

し
た
地
域
交
流
が
広
が
る
。
ま
た
、
筆
ヶ
崎
Ｃ
Ａ
Ｓ
を
子
ど
も
た
ち

が
利
用
す
る
こ
と
で
、
多
世
代
の
交
流
が
生
ま
れ
、
豊
か
な
人
間
性

を
育
む
こ
と
も
で
き
る
。�

＊
広
場
や
歩
行
者
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
も
活
用
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
の
日
常
を
多
彩
に
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
の
表
情
を
豊
か
に
し

ま
ち
へ
の
愛
着
を
育
む
。�

☆ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ホ
ス
ピ
ス�

　
「
筆
ヶ
崎
日
想
苑
」�

＊
上
町
台
地
に
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
た
人
々
が
、
人
生
を
こ
の
地
で
、

自
宅
で
完
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
を
実
現
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ホ
ス
ピ
ス
「
筆
ヶ
崎
日
想
苑
」
。�

＊
地
区
内
の
筆
ヶ
崎
Ｃ
Ａ
Ｓ
や
暮
ら
し
の
安
ら
ぎ
館
を
最
大
限
活
用
し
、

周
辺
地
域
の
医
療
・
福
祉
機
能
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
な
ど
と
連
携
・
協
働
を
進
め
る
こ
と
で
、
新
住
民
も
参
画
し
な
が

ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ホ
ス
ピ
ス
機
能
を
徐
々
に
構
築
し
て
い
け
る
た

め
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
や
一
体
感
も
醸
成
し
て
い
く
。�

�
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大
阪
・
上
町
台
地
発
　
都
心
居
住
文
化
の
創
造
へ�

�
都心居住文化の創造へ�

�

第
六
話
の
終
わ
り
に�

�

��

　
い
さ
さ
か
盛
り
だ
く
さ
ん
で
は
あ
る
が
、
前
記
の
提
案
は
、
都

心
の
集
合
住
宅
計
画
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
概
念

を
導
入
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
現
実
的
な
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
の
検
討
ま
で
は
な
さ
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
と
い
う
視
点
に
立
っ
た

と
き
、
重
要
な
の
は
文
字
通
り
シ
ス
テ
ム
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
持

続
性
で
あ
る
。�

　
そ
の
意
味
で
、
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
」
を
モ
デ
ル
と
し
た
既
存
の
都

心
集
合
住
宅
を
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
は
、
よ
り
現
実
味
と
普
遍
性
を
帯
び
た
ア
プ
ロ
ー
チ

と
な
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
居
住
空
間
学
講
座
高
田
研
究
室
の
協
力
を
得
て
、
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

21
」
が
立
地
す
る
地
域
周
辺
の
特
性
を
統
計
的
に
捉
え
る
と
と
も

に
、
同
地
域
の
新
規
居
住
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。�

　
人
々
の
日
々
の
暮
ら
し
・
人
生
と
ま
ち
の
連
続
性
が
絶
た
れ
た

と
き
、
ま
ち
が
生
気
を
失
い
、
記
憶
を
も
失
い
、
精
神
の
荒
廃
さ

え
引
き
起
こ
す
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
思
う
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
を
身
近
な
場
に
設
け
て

い
く
こ
と
は
、
都
市
に
生
き
会
う
、
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
営
み
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
都
心
集
合
住
宅
あ
る
い
は
建
築
空
間
を
、
い
か
に
持
続
性

を
持
っ
た
場
所
へ
と
転
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
。
都
心

に
お
け
る
公
益
的
な
価
値
創
造
の
重
要
な
試
み
の
一
つ
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。�

　
　  

（
大
阪
ガ
ス 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
　
客
員
研
究
員
）�

��

����（
※
１
）「
上
町
台
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
」
は
、
大
阪
ガ
ス 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
に
よ
る
調
査
委
託
に
よ
り
、
財
団
法

人 

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
を
事
務
局
と
し
て
二
〇
〇
四
年

に
発
足
。�

研
究
会
メ
ン
バ
ー
‥
渥
美
公
秀
（
大
阪
大
学
大
学
院
人
間
科
学
研

究
科
助
教
授
）
／
高
田
光
雄
（
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教

授
）
／
筒
井
洋
一
（
京
都
精
華
大
学
人
文
学
部
教
授
）
／
新
川
達
郎

（
同
志
社
大
学
総
合
政
策
科
学
研
究
科
教
授
）
／
弘
本
由
香
里
（
大

阪
ガ
ス 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
）
、
事
務
局
‥

山
口
洋
典
（
財
団
法
人 

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
研
究
主
幹
）

／
川
中
大
輔
（
同
上
）
、
調
査
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
‥
藤
田

清
一
朗
（
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
二
年
）／

清
水
諒
子
（
大
阪
大
学
人
間
科
学
部
四
年
）
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
‥

安
枝
英
俊
（
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
助
手
）
、
調
査
協
力

団
体
‥
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会�

（
※
２
）「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
」
‥
主
要
用
途
／
集
合
住
宅
（
一
八
戸
）
、
所
在
地

／
大
阪
市
天
王
寺
区
清
水
谷
町
六
―
一
六
、
敷
地
面
積
／
一
五
四

二
・
九
二
平
方
メ
ー
ト
ル
、
規
模
／
地
上
六
階
・
地
下
一
階
、
建

築
面
積
／
八
九
六
・
二
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
（
建
坪
率
五
八
・
一
パ

ー
セ
ン
ト
）�

（
※
３
）「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
」
の
居
住
実
験
報
告
は
『
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
・
そ
の
設
計

ス
ピ
リ
ッ
ツ
と
居
住
実
験
一
〇
年
の
全
貌
』（
二
〇
〇
五
年
）
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。�

（
※
４
）「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
の
概
要
は
、
同
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
（w

w
w
.g
eocities.jp

/u
em
ach
id
aich
i/

）�

（
※
５
）
都
市
基
盤
整
備
公
団
（
現
在
の
都
市
機
構
）
筆
ヶ
崎
地
区
整
備
事

業
へ
の
提
案
の
経
緯
は
、
本
連
載
第
一
話
（
七
〇
号
）
と
第
四
話

（
七
三
号
）
で
簡
単
に
触
れ
て
い
る
。
同
提
案
の
内
容
は
、
「
上
町

台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
の
関
係
者
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
コ
ン
セ
プ
ト
や
ア
イ

デ
ア
の
と
り
ま
と
め
は
、
当
時
の
事
務
局
長
・
早
川
厚
志
氏
に
よ

る
（
図
版
の
作
成
は
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
居
住
空
間
学

講
座
高
田
研
究
室
）
。�

��

�




